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はじめに 

 細胞内に注入できるスケールの磁性ナノ粒子は、その磁気特性より癌温熱療法や MPI(磁気粒子イメージン

グ)などの医療分野への応用が期待されている 1)。効果的な治療を行うためには、用いる粒子について構造や

励磁条件、粒径などを最適化する必要があり、そのためには磁場中の粒子の振る舞いについて理解すること

が重要である。そこで我々は交流磁場印加方向に対する垂直と平行の 2方向それぞれにおいて、バイアス磁

場の依存性について測定を行い交流磁場中の粒子の振る舞いを検討した 2,3)。 

実験方法 

 本研究ではシグマハイケミカル社が製造しているコア粒径が 11±3 nm、液中粒径が 52±15 nmのマグネタ

イト粒子が入っている M-300 磁性流体の原液を用い、直流磁化測定を磁界強度 4, 8, 12, 800 kA/m、交流磁化

測定を励磁周波数 10-50 kHz, 磁界強度 0.8-12 kA/m, バイアス磁界強度 0-7.2 kA/mの条件で行った。バイアス

磁場は交流磁場と垂直に印加した。測定は液中分散された液中試料及びエポキシ樹脂で粒子自身の回転を固

定した固定試料それぞれについて行った。 

実験結果 

直流磁化測定において保磁力がほとんど確認されていなかったため、M-300は超常磁性を示すことが分か

った。液中試料での 10 kHz における交流磁化曲線のバイアス依存特性を図 1 に示す。図 1 (a)は並行方向につ

いての交流磁化曲線である。バイアス磁場の増加に伴い、最大磁化が低下することが確認された。これはバ

イアス磁場により粒子が拘束され回転がしづらくなったためだと思われる。図 1 (b)はバイアス磁界強度が 0 

kA/mのときの磁化曲線を 0.8-7.2kA/mのそれぞれの磁化曲線から引いたことにより得られる垂直方向につい

ての交流磁化曲線である。図のように山なりのピークを持つ磁化曲線が確認された。固定試料の結果など詳

細は当日発表する。 
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(a) 並行方向           (b) 垂直方向 

図 1 液中試料のバイアス依存特性 
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